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検査方法・内容 

１．ケーブルの結線が両端のコネクタピン間で、 

①ピンとピンの接続は正しいか？            

②オープンのピンがないか？ 

③ワイヤとワイヤのショートがないか？ 

④ワイヤとシールド間でショートがないか？ 

 

２．ケーブルがＳＣＳＩ仕様にマッチしているか？ 

   Twisted Pair ケーブルとシールドの接続が正しい 

かチェックします。 

   ケーブルのコネクタの片方のみをテスタに接続し、 

  Ｒｏｌｌケーブルで、容量リアクタンスがＳＣＳＩの 

規格外であればエラーと表示します。 

３．検査可能なケーブル 

   Ｃｅｎｔｒｏｎｉｃｓ Ｃ５０，ＨＤ５０，ＨＤ６８（Ｆｌａｔ５０，６８） 

詳しくは次ページのＣａｂｌｅ Ｔｅｓｔｅｒ検査方法をご参照ください。 

SCSI Cable Tester 
あなたのＳｙｓｔｅｍではＳＣＳＩデータ転送時にエラーがありませんか？ 

ケーブルの品質が悪いために転送時にエラーが発生することがあります。トラフィックの量が少ない時は発生しにくく、負

荷がかかってくるとエラーが発生する場合など。 

弊社でテストした限りでもかなり品質に問題があるものがあります。安く作るために未熟な作業員を動員した結果、正しく

配線されていないものや規格通りでない、コストセーブで低質の素材を使用するなど。しかし、これらは外見では分かりま

せんし、使用環境によっては希にしか発生しないトラブルのため、なにが悪いのか判断出来ない場合があります。 

この場合、多くの方は 何が悪いか判断出来ず、相性が悪い と言って次々と部品を交換して片付けてしまいますが、これ

では解決にならずトラブルを他に分散してしまいます。コンピュータの世界に相性などありません。それはリアクタンスの

規定値外や何らかの故障、不良あるいは bug です。 

 弊社ではテスト機器を使用してケーブルの検査を行いますので、不良を素早く見つけてシステム全体の故障原因の究明な

ど、不良部分の特定を厳密に行うことができます。 

ＳＣＳＩ・Roll/Flat ケーブルの検査をご希望のお客さまへ 

 弊社では１顧客あたり２０本までケーブルの検査を無料で行っております。ご希望のお客様は下記までお送り下さい。 

検査結果を付けてお返しいたしますが、返却の輸送料と保険料はお客様がご負担下さい。 

Ｆｌａｔ内部ケーブルは使用されているデータ転送速度が、ウルトラ、ウルトラ２、Ｕ１６０、Ｕ３２０かなどをご記入下

さい。ケーブルは正常でも、転送速度の仕様に合っていないケーブルをご使用されてエラーが発生している場合もあります。 

例               誤：エラー表示 

シグナルペア Ａ ｐｉｎ１            ｐｉｎ１ 

         ｐｉｎ２            ｐｉｎ２ 

シグナルペア Ｂ ｐｉｎ１            ｐｉｎ１ 

         ｐｉｎ２            ｐｉｎ２ 

例               正 

シグナルペア Ａ ｐｉｎ１            ｐｉｎ１ 

         ｐｉｎ２            ｐｉｎ２ 

シグナルペア Ｂ ｐｉｎ１            ｐｉｎ１ 

         ｐｉｎ２            ｐｉｎ２ 
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Ｃａｂｌｅ Ｔｅｓｔｅｒ検査方法 
このＳＴ１２３ ＳＣＳＩケーブルテスターは、ケーブルがＳＣＳＩの仕様に準拠しているかをテストし、良否の判定を行います。

弊社 Page の付録“”、SCSI cables の仕様“”をご参照ください。 

例えば、ツイステッドペアのシグナルとグラウンドワイヤが正しくペアになっているかを調べます。ペアが誤っていたり、ワ

イヤの接続が不完全ですとＳＣＳＩエラーや不完全な動作あるいはＳＣＳＩハングアップなどを引き起こすことになり、思わぬ

コスト負担となります。 

１本のケーブルに対してのテスト順序は、 

１． Ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙテスト 

２． Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙテスト 

３． ケーブルの良否判定 

 

Ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙテスト 

  以下のテストを焼く１０秒間実施 

 ケーブルのピンとピンの接続がＯＫかテスト 

 ケ－ブルのピンがオープンかチェック 

 ワーヤとシールド間でショートがないかチェック 

このテストで、どのピンが不良かそのピン番号が表示されます。複数あれば総てのピン番号が表示されます。 

 

Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙテスト 

  以下のテストをツイステッドペアに対し、約１０秒間行います。 

 各シグナルペアのリアクタンスを計測します。 

 この容量リアクタンスの値が規定値内かどうかでペアの良否を自動判定いたします。 

もし、どれかのペアで規定値外であったら、このテストはエラーとなります。 

 

テスト可能なケーブルは 

 最大ピン数が６８で最長２００フィート（６０ｍ）まで 

 ５０ピンセントロニクス（Ｃ５０）－Ｃ５０ 

 ５０ピン高密度（ＨＤ５０）－ＨＤ５０ 

 ６８ピン高密度（ＨＤ６８）－ＨＤ６８ 

 Ｃ５０－ＨＤ５０ 

 Ｃ５０－ＨＤ６８ 

 ＨＤ５０－ＨＤ６８ 

Ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙのみのテスト 

 Flat５０ピン－Flat５０ 

 Flat６８ピン－Flat６８ 

 

 

 

 

 

Error がない

場合の表示 

Error があった場合の表示（LED の消灯でどの PIN が断線か

判断できます） 
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